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本日のお品書き

• （前回の質問・要望への返答: 15件）

• （前回の復習）

• 学術分野のデジタルドキュメント（続き）
–オンラインジャーナル以外の文献種別：Eブック，テ
クニカルレポート，プロシーディングス

• 電子書籍
–電子書籍とは?

–電子書籍のいま?

–歴史

–事例とともに：利用と閲覧環境、コンテンツ
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質問・要望へのお返事 (1)
• レポートはオールCで単位来ますか?

• 第1回レポートがB評価だったが、このあとのレポート
で挽回できるか?

• 差し支えない範囲で評定の基準を教えてください。
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 1回分の評価が厳しかったとしても、あとからの
レポート課題で挽回することは十分可能です。

 オールCでも単位は出します。昨年度に不合格と
したのは未提出レポートによる受講生のみ。

 基本的には、レポート評価平均点と出席点を総
合的に評価します。



質問・要望へのお返事 (2)

• 今回のレポート評価が芳しくなかったため、挽
回を図りたいのですが、あと何回ほどレポート
提出はありますか。

4

初回に述べたとおり、全部で4～5回を予定していま
す（昨年は4回）。



質問・要望へのお返事 (3)

• 今回のレポートに対し、再提出は認められます
か。「具体的に」といった要件をきちんと満たし
たレポートを再提出したいです。

5

再提出は拒まないので、受け付けます。ただし、当
該課題の評価結果には変更はありません。

再提出である旨を明記した上で、遅れ提出と同様、
7D208研究室前の封筒に提出すること。

再提出分も、他のレポート返却時にあわせて返却
します。



質問・要望へのお返事 (4)

• レポートの返却は、他人の評価が分からないよ
うな形式にしたほうが良いと思います。
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了解しました。時間がかかるのがネックなの
ですが、一回、ためしてみましょうか（次回の
返却時）。



質問・要望へのお返事 (5)
• 前の課題のために読んだ参考文献ではスキャンした
論文をデジタルドキュメントと呼べるかどうかは微妙で
あると書かれていたのですが、そこら辺の定義はあい
まいなのでしょうか。今回の例8, 9, 10ではそのような
例が挙げられていたため気になりました。
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初回に話したとおり、定説は無い、というのが結論
です。もちろん、より狭い定義（スキャンはデジタルド
キュメントとしない）を用いることはアリだと思いま
す。ただし、その場合、古書籍の電子化本などの流
通・利用過程を扱えなくなるので、本講義ではその
定義を採用しません。

Ref: 大野邦夫. 歴史的視点によるドキュメント・コンテンツのデジタル化に関する考察.  
情報処理学会研究報告デジタルドキュメント（DD）, 2009, Vol.2009-DD-71, No.6, pp.1-12



質問・要望へのお返事 (6)

• デジタルドキュメントないし、Web上の文献を参考書籍

として挙げることを情報の信頼（正しい情報が載って
いるとは限らないという意味で）の観点から認めない
授業もありますが、オンラインのみでしか発行されな
いジャーナルがもっと普及したとして、それが改善され
ると思いますか?
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メディアや情報の信頼性と、オンライン情報源である
か否かは別なので、当然、その点に齟齬があれば、
改善されるものと思われます。



質問・要望へのお返事 (7)

• 職業研究者以外が成果を出すのは職業研究
者は嫌がりそうですね。
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うーん、答えづらい話ですが。建前でいえば、科学
研究はフェアな土台があるので、もちろん誰であ
れ、成果をあげることは歓迎されるわけです。

ただし、ある学説の「パラダイム」といった考え方か
ら乖離した説はなかなか受け入れられずらい、とい
う議論はあります。科学哲学の有名な考え方です。

Ref. トーマス・クーン.科学革命の構造.中山茂訳.みすず書房, 1971, 293p.



質問・要望へのお返事 (8)
• デジタルドキュメントとしての論文を見たことは1，2回しかありま

せん。それもレポートを書くときに参考にした、という程度です。
今日の講義では論文の付録資料というのが気になりました。
図表、ビデオ、音声が加われば、論文に興味を持つ人が増え、
小中高の教育の分野に使ったり、国民全体の「知」のレベルを
上げることができるのではないでしょうか?
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はい。付録資料は学術論文誌が提供するのみなら
ず、外部のサイエンスライターなどが提供するサー
ビスなど、プラスαを付与するサービスもありえます。

Ref. 「知識インフラ」（第4期科学技術基本計画）
ライフサイエンス新着論文レビュー. http://first.lifesciencedb.jp/
JoVE: Peer Reviewed Scientific Video Journal. http://www.jove.com

http://first.lifesciencedb.jp/


質問・要望へのお返事 (9)

• 授業中に話されていた出版社が倒産してしまったとき
に、データが閲覧できなくなるということに対して、現
在、どのような措置が取られているか気になる。
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学術分野では提供する出版社と連携して納本、長
期保存するための国際的な枠組み（CLOCKSS）を

作っているところです。さらに国内の納本制度も法
改正を通じ、昨年から実施開始しています。このあ
たり、電子書籍の実例とともに来週以降に紹介でき
ればと思います。

Ref. オンライン資料収集制度（eデポ）. 
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/online_data.html

http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/online_data.html


質問・要望へのお返事 (10)

• 出版社に移管された著作権は出版社が倒産し
たら著者に返されますか?
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著作権について、著作財産権は基本的に譲渡され
た財物なので、倒産したとしても、著者に返却される
わけではありません。実務上は非常に厄介な存在
です。

Ref. “Orphan works”



質問・要望へのお返事 (11)

• 著作権を委譲することで、著者はなにか損をし
たりする可能性はありますか?
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著者自身が書いたものを書き直して転載したり、図
表を使いまわすことも、許諾を得る必要が出てきま
す。



質問・要望へのお返事 (12)
• 引用されたことを通知する機能を見て思ったのです
が、雑誌の引用数を図るインパクトファクター以外に、
研究者個人の引用数を提供するような指標やサービ
スはあるのでしょうか。
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Impact Factor®はトムソン・ロイター社による独占的な指標で
す。雑誌論文を対象とした引用非引用関係の抽出、イン
パクトファクターなどの指標値算出は同社に限らず、多くの
データベース企業が手がけています。2000年代のオンライン

ジャーナル普及にともない、引用数だけでなく、ダウンロード
数等のさまざまな評価指標を用いる動きも出ています。

Ref. Web of Science. http://webofknowledge.com
Scopus. http://scopus.com
Google Scholar Citations. http://scholar.google.com/
指標例: H-Index, Altmetrics, etc.

http://webofknowledge.com/
http://scopus.com/
http://scholar.google.com/


質問・要望へのお返事 (13)

• 論文の売り買いなどはいま現在行われていま
すか? Amazonのように論文を書籍やデータとし

て販売しているサイトがあるのか気になりまし
た。
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オンラインジャーナルも、基本的には書籍などと同
じように売り物です。オンラインジャーナルのプラッ
トフォームも、機関購読や年間契約による購買のほ
かに、論文一本単位によるPay per view方式の販売
機能を持っていることも特徴の一つです。Eブックに
関しても同様です。



質問・要望へのお返事 (14)

• 海外のオンラインジャーナルはほとんど有料である
が、国内においては無料なのか。また、無料ならば、
有料にすることで機能の向上は期待できるのか。
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出版にはなんらかのコストがかかり、これらをどのように、
誰が負担するかが課題です。商業出版社・学協会ともに、
購読利用者の負担により、これをカバーしようとしていま
す。一方で学術分野における論文情報はこれを追跡するこ
とが必須であるため、現状では、出版社の寡占化が進み、
一定のキープレイヤー以外の参入は難しくなっています。さ
らに、国内には大規模な商業出版社が無く、市場規模も小
さいため、利益を回収しつつ、新機能の開発に投資するイ
ンセンティブも低くなっています。おそらく、国内のベン
チャー市場が小さいこととほぼ同様と思われます。



質問・要望へのお返事 (15)

• テクニカルレポートと技術論文に違いはあるの
か。
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いくつかの側面で違いがありますが、主に、慣習/制

度面での違いと、それを支える運営母体の違いが
大きいようです。（今日の資料で補足）



（前回の復習 = ふりかえり）

• 学術分野のデジタルドキュメントの実例

• オンラインジャーナルの様態

– ランディングページ

–全文ファイル（PDF, HTML）

• 事例（各社プラットフォーム）
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学術分野におけるデジタルドキュメント
― 雑誌論文以外に流通する文献―

• Eジャーナル
• Eブック

– 専門書
– 事典
– レファレンスブック
– データシート

• 技術報告（テクニカルレポート; Technical report）
• 会議論文集（プロシーディングス; Proceedings）
• 口頭発表資料

– スライド
– ポスター

• 教材
19



Eブックの例

20

http://dx.doi.org/10.1007/
978-3-540-92913-0

John Domingue, Dieter Fensel, James A. 
Hendler, Eds. “Handbook of Semantic Web 
Technologies”. Springer, 2011, 1056p. 
(eISBN:978-3-540-92913-0)

http://dx.doi.org/10.1007/978-3-540-92913-0


Eブックの例（事典）

21

http://www.tandfonline.co
m/doi/book/10.1081/E-
ELIS3

“Encyclopedia of Library and 
Information Sciences”, Third 
Edition. Taylor & Francis, 2012. 
(eISBN:978-0-8493-9711-0)

http://www.tandfonline.com/doi/book/10.1081/E-ELIS3
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http://www.computer.org/csdl
/proceedings/icde/2012/4747/
00/index.html

会議論文集の例
“Proceedings of the 28th

International Conference on Data 
Engineering”, 2012, Arlington, 
Virginia USA, IEEE. (ISBN: 978-0-
7695-4747-3)

http://www.computer.org/csdl
/proceedings/icde/2012/4747/
00/4747a001-abs.html

http://www.computer.org/csdl/proceedings/icde/2012/4747/00/index.html
http://www.computer.org/csdl/proceedings/icde/2012/4747/00/4747a001-abs.html
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テクニカルレポートの例

http://www.nii.ac.jp/TechReports/ http://ilpubs.stanford.edu:8090/422/

http://www.nii.ac.jp/TechReports/
http://ilpubs.stanford.edu:8090/422/


電子書籍 (1)
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電子書籍とは?

• 「書籍」とは?

• 「電子書籍」とは?

– （あいまいな概念…）

– （様々な言説…）

• 電子書籍のいま

–事例

25



書籍とは?
• しょ-せき【書籍】 （大辞泉）

– 書物。本。図書。しょじゃく。

• 書籍（しょせき） （日本大百科全書）
– 記録、情報の保存・伝達、知識の普及を目的として、文
字、絵画、図画、写真などを、印刷または手写した紙葉
を繙読しやすいように順序よく綴じ、表紙でくるんだも
の。本、書物、図書、典籍、書冊、書策などは同義。

• ユネスコによる「書物の生産および定期刊行物に
関し統計の国際的基準を設ける勧告」（1964年）
– 裏表の表紙4ページをのぞいて、本文が49ページ以上
の非定期刊行物をブックBook

– 5ページ以上49ページ未満の小冊子をパンフレット

26



電子書籍とは? (1)

• でんし‐しょせき 【電子書籍】 《electronic book》

–電子化された書籍データ。紙に印刷するのではな
く、パソコンや携帯電話、専用の表示端末などに
データを取り込んで閲覧する。文字以外に動画や
音声を再生できるものもある。電書。デジタル書
籍。eブック。

– （デジタル大辞泉）

27



電子書籍とは? (2)

• 電子書籍（でんししょせき）

–一般的に「電子出版」とはCD-ROMやその他の電子

記録媒体に書籍の内容を記録して、販売するパッ
ケージ型の電子出版をさし、「電子書籍」とはイン
ターネット上から書籍データをダウンロードさせた
り、サーバーに蓄積された書籍データをオンライン
のまま利用したりする、物流を伴わない出版形態を
さす。

• （日本大百科全書; 執筆者：鈴木雄介）

28



電子書籍とは? (3)
• 電子書籍[メディアと社会] electronic book 

– インターネットでダウンロードした文章や画像のデータを、パソコンや
PDA（携帯情報端末）、携帯電話などの画面上に表示する書籍形態。
• 2009年2月にアメリカでアマゾンの電子書籍新端末「キンドル2（第二世代）」
が発売されて人気に火がついた。ついでソニーの「ソニー・リーダー・エディ
ション」、キンドルの「キンドルDX」、そして電子書籍のほかゲーム、動画、イ
ンターネットが閲覧できる新型の多機能情報端末「iPad（アイパッド）」が発
売されて、電子書籍事業の競争は激化する一方である。紙の時代に代わっ
て電子書籍の時代が始まったといわれている。日本でも10年5月に日本語
対応の「iPad」が発売された。「iPad」は「iPhone」を大型化し、通話とカメラ機
能を省き、高精細な液晶画面を搭載したもので、電子書籍ばかりでなく、電
子メール、新聞、雑誌、動画、音楽、ゲームなどが楽しめる。11月の韓国サ
ムスンの「ギャラクシーTab」に続いて、12月にはシャープの多機能型情報端
末「ガラパゴス」が発売され、ソニーの電子書籍の情報端末「リーダ－」とと
もに日本の電子書籍市場は過熱し始めた。10年3月に講談社、集英社、小
学館など大手出版社31社は、一般社団法人「日本電子書籍出版社協会」を
発足させ、電子書籍市場への対応を整えた。また電子書籍の配信サービス
を行う主要5グループが誕生した。これらのグループはそれぞれ通信会社、
端末機器メーカー、大手出版社、通販サイト、印刷会社などと参加企業はさ
まざまだが、いずれも電子書籍市場でのシェア掌握を狙っている。

– （藤竹暁: 『情報・知識imidas』, 2011-02）
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電子書籍とは？ (4)

• 電子書籍 electronic book

–デジタル技術でできた「本のようなもの」。もともとは
電子化された書籍データ、コンテンツをいうが、最
近は本のように操作して読めるモバイル端末（リー
ダー）までを含めることが多い。1990年代からさま

ざまな実験や開発が繰り返されてきたが、現在は
ネットからコンテンツをダウンロードし、アマゾンの
キンドル（Kindle）、アップルのiPad、あるいはスマホ
などのモバイル端末で読むことが一般化している。

– （現代用語の基礎知識, 2013）
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電子書籍とは？ (5)

• e-book, in full electronic book

– digital file containing a body of text and images suitable 
for distributing electronically and displaying on-screen 
in a manner similar to a printed book.

– E-books can be created by converting a printer’s source 
files to formats optimized for easy downloading and on-
screen reading, or they can be drawn from a database 
or a set of text files that were not created solely for 
print. 

– （by Arthur Attwell: Encyclopædia Britannica, Britannica 
Online Academic Edition）
• http://www.britannica.com/EBchecked/topic/1235205/e-book

31

http://www.britannica.com/EBchecked/topic/1235205/e-book


電子書籍とは？ (6)
• An electronic book (also e-book, ebook, digital book) is a text-

and image-based publication in digital form produced on, 
published by, and readable on computers or other digital 
devices. E-books are presented visually or aurally, with the 
audio book as a precursor to, and limited exemplum of, 
electronic publishing’s potential. Components other than text 
have been considered enhancements, including multimedia 
(sound, images, film/video/animated graphics). The e-book is 
a young medium and its definition is a work in progress, 
emerging from the history of the print book and evolving 
technology. In this context it is less useful to consider the 
book as object – as commercial object – than to view it as 
cultural practice, with the e-book as one manifestation of this 
practice.
– Eileen Gardiner, Ronald G. Musto: “19. The Electronic Book”. 

Oxford Companion to the Books, Vol.1. Michael F. Suarez, H.R. 
Woudhuysen, Eds. Oxford University Press, 2010, p.164
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電子書籍とは? （キーワードまとめ）

• 刊行物・出版物

• データ、コンテンツ、ファイル

• 画面

• 端末

• 携帯、PDA、PC

• オンライン

• ダウンロード

• 流通

33



電子書籍とデジタルドキュメント
• 電子書籍はデジタルドキュメントの一例

–おそらくは：「全体 –部分関係」

• では、何が違うのか?

–パッケージ化されて届けられる（様式・慣習）

–情報コンテンツにたいして対価を支払う（原則として）
34

デジタルドキュメント

電子書籍



電子書籍利用の広がり
（日本における市場規模）
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「電子書籍」関連の出版点数
（CiNii Articles及びBooksから）

36

http://trend.fuwat.to/?q=%E9%9B%BB%E5%AD%90%E6%9B
%B8%E7%B1%8D&target=ciniiarticles&target=ciniibooks

http://trend.fuwat.to/?q=%E9%9B%BB%E5%AD%90%E6%9B%B8%E7%B1%8D&target=ciniiarticles&target=ciniibooks


電子書籍利用の広がり（米国）

37

Lee Rainie, Maeve Duggan. “E-book Reading Jumps; Print Book Reading Declines”. Pew Internet, 
2012. http://libraries.pewinternet.org/2012/12/27/e-book-reading-jumps-print-book-reading-
declines/

米国内において33％が電子書籍端末を保有

http://libraries.pewinternet.org/2012/12/27/e-book-reading-jumps-print-book-reading-declines/


電子書籍利用の広がり（米国） (2)
• 米国内において75%が過去1年間の読書経験
ありと回答

– うち 89％が紙の書籍

– うち 30% が電子版の書籍
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Lee Rainie, Maeve Duggan. “E-book Reading Jumps; Print Book Reading Declines”. Pew Internet, 
2012. http://libraries.pewinternet.org/2012/12/27/e-book-reading-jumps-print-book-reading-
declines/
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電子書籍の歴史
• Electronic books; ebooks, E-books
• Memex (“As we may think”, by Vannevar Bush, 

1945）
• Dynabook（Alan Kay, 1972）
• Oxford English Dictionary (1970s)
• 最新科学技術用語辞典（三修社, 1987）
• 電子ブック（ソニー, 1991）
• デジタルブック（NEC, 1992）

• ほかにも、電子本、電子出版（物）といったコンセ
プトによる商品、提案などがある。

• 電子書籍（歌田, 1998）
• LIBRIe（ソニー, 2004）, シグマブック（パナソニック, 

2004）
39



電子書籍の歴史 (2)
• 電子書籍に向かう流れ
• 1970年代

– 初期のテキスト電子化、辞書電子化の研究開発

• 1980年代～1990年代
– CD-ROM等による電子出版、DTP

• 1990年代末
– 書籍・本の電子化実験
– オンライン配信含む
– 電子書籍コンソーシアム

• 2004年頃
– 電子書籍端末の発売

• 2007年頃～現在
– Sony Reader (2006), Amazon Kindle (2007), Barnes & Noble 

Nook (2009), iPad (2010) 40



電子書籍の歴史 (3)

• 特に日本国内において：
– 1990年代以来、何度か繰り返される「電子書籍
ブーム」

–官民一体による研究開発

–閲覧機器の盛衰に伴う市場の伸長

–ニッチ産業の勃興

–著作権処理

• 客観的にみると、日本は他国に比べ、大きな電
子書籍市場が形成されている。

–が、それらは一般書というよりは、ケータイ向けコン
テンツ、電子辞書、コミックといった種別の書籍に
特化した発展を遂げている。 41



電子書籍における閲覧環境と利用

• 3つの切り口

–閲覧機器（ハードウェア）

–ビューワ（ソフトウェア）

– コンテンツ

• 「パッケージ化されている」ことの意味

–新聞 - ニュース

– 「ウェブ」と「電子書籍」の違い

42



電子書籍の事例

• 電子辞書

• Kindle

• Kobo

• Sony Reader

• iPad / iPhone

• Andoroid

• 電子コミック

• PDF

• 青空文庫

• プロジェクト・グーテンベルグ

• 近代デジタルライブラリー 43

電子書籍端末
（専用機）

一般端末
（汎用機）

コンテンツ

専用ビューア

ブラウザ

専用フォーマット

PDF / EPub

Flash / HTML5



事例1: 電子辞書

44SR-G10000（セイコーインスツルメンツ社）



事例1: 電子辞書 (2)

• 最も古典的な電子書籍の種別

–データの構造化が行いやすく、検索しやすいという電
子版の特長に適している

• 1990年代末に携帯版の電子辞書端末が普及

• 携帯型専用機+専用検索ツールによる閲覧環境

• 機能

–キーボード配置

–串刺し検索

–辞書コンテンツの追加・入れ替え等は限定的

–音声・画像等も挿入可能
45



事例1: 電子辞書 (3)
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事例2: Kindle
• アマゾン社によるオンライン書
店連携型の電子書籍専用端末

• オンラインプラットフォーム連携
型の端末として画期的な登場
（2007年）
– 電子ペーパによる画面表示（Eイ
ンク）

– データ通信機能内蔵
– コンテンツのクラウド保存蓄積

– オンライン書店を通じたシームレ
スな連携

– 利用可能なコンテンツ

• 端末以外としてのKindleソフト
ウェアの提供も
– iPad, PC -ブラウザ等
– 端末間の同期

47http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Kindle_DX_Front.jpg

Kindle DX
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事例2: Kindle (2)

48

Kindle for PCKindle for iPhone



事例2: Kindle (3)
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事例3: Kobo

• カナダ企業による電子書籍端末

– 2012年に楽天が買収

• 楽天eブックストア連携による電子書籍

• 電子ペーパによる画面表示（Eインク）

• コンテンツのクラウド保存蓄積

• データ通信機能

• 利用可能なコンテンツ

–約133,893点 (2013-05-16)
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事例3: kobo (2)
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事例3: kobo (3)

• http://rakuten.kobobooks.com/

52

http://rakuten.kobobooks.com/


まとめ
• 電子書籍とは何か？

• 電子書籍の歴史とその意義

• 電子書籍の閲覧環境

–閲覧機器、ビューア、コンテンツ

• 事例を確認しながら、それぞれの特徴を考えて
みた

• 次回は、さらに詳しくドキュメントフォーマット及
び最近の動向について考えてみたいと思います
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